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2024 年度 学校評価アンケート結果（保護者） 
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◆今後の課題と改善策 

「保護者アンケート」の結果、全項目で「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した方が多く、

今年度も、おおむね高評価をいただきました。特に、 

「2.お子さんは、楽しく学校に通っていますか。」 

「3.お子さんは、学校行事に楽しんで参加していますか。」 

「4.キリスト教教育を通してお子さんの心が健全に育っていると思いますか。」 

「7.お子さんは、発表したり発言したりする力が育っていますか。」 

「8.お子さんは、コミュニケーションの能力が育っていると思いますか。」 

「10.学校は、体験学習を積極的に取り入れていると思いますか。」 

「22.学校は、保護者が授業参観や懇談会等、教師と話をする機会を設けていると思いますか。」 

「25.学校は、生活の場として、清潔で整っていると思いますか。」 

の項目について、ほとんどの方が、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答してくださいましたの

で、引き続き積極的に取り組んでいきたいと思います。 

「まったくあてはまらない」と回答した方の割合が少し高かった項目は、以下の通りです。 

「6.授業を通して、お子さんの基礎的な学力が身についていると思いますか。」 

「11.お子さんは、友だちと協力して活動する力が育っていますか。」 

「20.学校では、個人情報が適切に保護されていると思いますか。」 

これらの項目については、改善できるよう努力してまいります。 

「特に学校に力を入れてほしいこと」では、「①学校行事や諸活動（体験活動、音楽活動など）を充実

させる。」「②思いやりや優しさを育む心の教育に力を入れる。」「➇防災対策や安全管理に力を入れ

る。」ことに力を入れてほしいと望んでいる方が多くいらっしゃいました。 

体験を伴う諸活動を充実させると共に、聖書を土台とした心の教育に、より力を注ぎ、まわりの人々へ

の思いやりや優しさを育む指導していきたいと思います。また、地震・火災・洪水・原子力災害に対す

る防災や防犯に対する意識を高め、子どもたちが安全に学校生活を送れるよう努めていきたいと思いま

す。 

 

 



 

2024 年度 学校評価アンケート結果（児童） 

                                      久慈川三育小学校

 

 



 



 



 



 



 

◆今後の課題と改善策 

「児童アンケート」の結果、ほとんどの項目で「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した児童が多く、

おおむね高評価でした。特に、 

「17.学校が、学習の場や生活の場として整っている。」 

の項目については、全員が「よくあてはまる」と回答していました。 

また、 

「6.授業は、わかりやすい」 

「7.授業でわからないことがあった場合、先生に質問できる。」 

の項目では、全員が「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答しており、学習指導の面で良い結果が表れて

いることがわかりました。 

「1.学校へ行くのが楽しい。」 

「8.自分を大切にすることや、他の人への思いやりについて教えてもらっている。」 

等、いくつかの項目で「まったくあてはまらない」と回答している児童がいます。「よくあてはまる」「ややあて

はまる」と回答している児童が多い項目でも「まったくあてはまらない」と回答しているので、何らかの心の問

題を抱えているのではないかと予想されます。一人一人の心に寄り添い、児童全員が楽しく有意義な学校生活を

送ることができるよう努めていく必要があるのではないかと思います。 

 

 

◆今後に向けて◆ 

これらのアンケート結果を活かし、よりよい教育の実現を目指して教職員一同、教育活動に励んで参ります。今

後とも皆様のご理解とご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

《 第三者評価委員による評価 》 

・全体的に高評価であり、生徒たちも楽しく登校し、楽しい学校生活を送っていることが伺えます。公立学校で

は容易にできない種々の貴重な体験を通して、日々、成長しているようです。 

一方で、集団の中でしか学べないような機会の損失については今後の課題になるのでしょうか。 

 世の中で失われつつある“徳”の部分を、神様を通して学ぶことを最大の特長とし、これからも三育教育に力を

入れていただきたいと思います。 

 

・保護者も児童もアンケートの結果、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答してくださった方が多く、評

価が良かったと思います。児童のアンケートで「学校へ行くのが楽しい」という項目に、「まったくあてはまらな

い」と回答している児童がいますが、「学校行事は楽しい」「授業はわかりやすい」「授業でわからないことがあ

った場合、先生に質問できる」の項目に対して、全員が「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答している

ので、学校では良い指導がなされているなと思いました。  

 また、「自分を大切にすることや、他のひとへの思いやりについて教えてもらっている」という項目に対して、

「まったくあてはまらない」と回答している児童がいますが、「聖書を学んで自分の心が健全に育っていると思

う」という項目では、全員が「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答しているので、聖書の学びが生かさ

れていると思いました。 

 


